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発刊にあたって

昭和61年度に開始された久保泉西部地区農業基盤整備事業は本年で3

年目をむかえ、同地区での最初の発掘調査となりました。

本年は立野遺跡と村徳永遺跡 (C地区）の発掘調査を実施しました。

立野遺跡では弥生時代の住居跡、井戸、土塙、周溝状遺構、村徳永遺

跡 (C地区）では中世の井戸、土壊、溝を検出しました。

これらの遺構は、集落を研究する上で重要な資料ということができま

す。

久保泉地区は遺跡の宝庫といわれていますが、発掘調査はその緒につ

いたばかりです。今後とも大方の御意見・御指導をお願いする次第です

が、本書がそのための資料となれば幸甚に存じます。

なお、この調査にあたり、関係機関並びに地元の方々の御理解と御

協力に対し、心から厚くお礼を申し上げます。

平成元年3月31日

佐賀市教育委員会

教育長 山田清人



例 言

1.本書は、農業基盤整備事業に伴い、発掘調査を実施した立野遺跡・村徳永遺跡 (C地区）

の報告書である。

2.発掘調査は佐賀県と佐賀市が埋蔵文化財発掘調査委託契約を締結し、佐賀市教育委員会が

実施した。

3.遺構の実測は新九小什測量設計株式会社に委託した。

4.報告書作成に係る業務分担は次のとおり。

遺物復元西首金子、鬼崎玲子

遺物実測・製図 浜田糸子、神代文香、浜野里美、島京子

遺構写真 個別遺構 木島慎治、福田義彦、バルーン撮影、双建工業株式会社（委託）

遺物写真福田義彦

報告書執筆福田義彦
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図版7 発掘調査状況

図版8~12 立野遺跡・村徳永遺跡 (C地区）

出土遺物

凡 例

1．遺構は SK:土壊、 SB:住居跡、 SE:井戸、 SD:溝、 sx:性格不明遺構の分類記号で示
す。

2.遺構の寸法数字はm単位、遺物の寸法数字はcm単位と した。

3.方位はすべて座標北である。

4.遺構番号は種別毎に通し番号を付した。

5.遺跡略号は立野遺跡 (TAT)、村徳永遺跡 (C地区） （MTN-C)とした。



I.序説

1.調査に至る経過

昭和61年度から実施されている、久保泉西部地区農業基盤整備事業は、昭和63年度で3年目をむ

かえ、その事業面積も初年度の6.7haから16haと拡大してきている。昭和63年度農業基盤整備事業に

先だち、昭和62年度秋に埋蔵文化財確認調査を実施した。その結果6.800面の広がりをもつ遺跡

を確認した。この調査結果を基礎に佐賀県農林部、佐賀県教委、佐賀市土地改良課、佐賀市教

育委員会の四者で埋蔵文化財の保護に関する協議を実施した。協議の結果、遺跡が水路により

掘削される部分と、工事の切土により削平される部分の発掘調査（佐賀県農林部委託事業とし

て5.100面を調査）を実施し、記録保存とすることとなった。

調査は東側の丘陵部分を立野遺跡、西側の微高地部分を村徳永遺跡 (C地区）とし、昭和63

年 8月29日から着手し、昭和63年11月8日に終了した。発掘調査後の出土遺物整理は循誘収蔵

庫で実施した。

2.調査の組織

調査主体 佐賀市教育委員会

事務局 佐賀市教育委員会社会教育課

参事兼課長 山口喜代治

課長補佐
兼文化係長 中野和彦

事務吏員甲木亮ー（庶務担当）

同 木島慎治（調査担当）

同 福田義彦（調査担当） ＇

発掘作業員 内村美里、富永ツヤ子、角田千代乃、原ミチェ、生田美代子、広瀬八重子、後

藤美智江、広瀬幸子、村川キクエ、橋本絹子、杉町スミ子、高蔵公子、宮地峯子、小出

香澄、大野ユキエ、森田ツルヨ、宮地富子、小柳恵子、龍由美子、副島カスミ、友添丸

子、畑瀬弘、角田キヌ子、亀川すえみ、松林公子、野中ッタエ、松林初代、山木江美子、

立石千鶴子、木塚康子、武藤ツルヨ、緒方多美子、緒方敏子、下村保枝、小林澄子、松

本ツル子、原京子、川上晶子、原ケサヨ、原ナミ子、山本初代、成富寿子、川崎真須美、

原ツル

調査協力 佐賀県農林部、佐賀県教育委員会、佐賀市土地改良課、久保泉地区土地改良区、

昧山豊建設、昧新九9州測量設計
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II.位置と環境

1.地理的環境

(1) 立野遺跡

立野遺跡は佐賀市久保泉町大字下和泉字六反田に所在し、佐賀市域の北東部に位置する。周

辺は大部分が水田であり、その中に南北にのびる低丘陵（又は微高地）が点在する。その中の

一つが立野遺跡であり、水田からの比高約 1m、標高8mを測る。

Fig. 1周辺遺跡分布図
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(2) 村徳永遺跡 (C地区）

村徳永遺跡は佐賀市久保泉町大字上和泉字徳永に所在する。巨勢川中流域の東岸600mに位置

し、立野遺跡からは西に 1kmの距離にある。この地区は南西部30mにある白蹟神社境内につづ

く同一の微高地であったが、現況はその間が水田化され、独立した微高地となっている。標高

は7.5m、周囲の水田との比高約0.5mを測る。

2.歴史的環境

周辺は埋蔵文化財包蔵地として周知されている土地である。しかし調査例は少なく、以下に

述べる遺跡が同地区周辺の本調査を実施したものである。泉遺跡（昭和60年度調査、中世から

近世の集落跡）、泉三本栗遺跡（昭和61年度調査、弥生時代、古墳時代、中世の集落跡）、上和

泉遺跡（昭和62年度調査、古代から近世の集落跡）。

これらは昭和60年度から開始された久保泉地区農業基盤整備事業に伴い発掘調査を実施した

ものであり、少しずつではあるが、周辺の遺跡の様相がわかってきた。また、立野遺跡、村徳永遺

跡の北方約 1kmには久保泉工業団地（仮称）が計画されている。計画面積53haのうち、現在ま

でに41.5haの範囲で確認調査を実施し、 9地区に弥生から近世に至る、合計40.000面の遺跡を

確認した。

久保泉農業基盤整備地区周辺は本調査例こそ少ないが、広い範囲で遺跡が存在する。今後の発掘

調査で久保泉地区の歴史がより明らかになるものと考える。

III.調査の概要

立野遺跡は支線道路BIV-22号と幹線水路IV-9号との間にある標高7.65から8.06mを測る

低丘陵で、調査面積は4.soomぢ水田との比高は 1mから1.3mを測り、全域が削平計画地であっ
た。

本遺跡では弥生時代中・後期、中世の遺構を検出した。検出遺構には竪穴住居跡、掘立柱建

物跡、土塙、周溝状遺構、井戸・溝・ピット群がある。主な出土遺物には弥生時代の鉢・甕・

高坪・石包丁、中世の遺物として小皿がある。遺跡面積の割には出土遺物量は少ない。

村徳永遺跡 (C地区）は白蹟神社北東部50mの標高7.58mから7.86mを測る微高地である。

水田との比高差0.6mを測り、調査面積は600m'。

本遺跡では中世の遺構を検出した。検出遺構としては土壊、井戸、溝、ピット群がある。主

な出土遺物には土師器杯・皿、瓦器塊などがある。

1.立野遺跡

住居跡

本遺跡で掘立柱建物跡 (14棟）と竪穴住居跡 (11軒）を検出した。前者は 5種に大別でき丘
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Fig. 2 SBOOl掘立建物跡実測図 (S= 1/60) 

陵の西寄の位置に北端から南端

まで分布している。後者は隅丸

方形を基調とした竪穴住居跡で

あるが、保存状況が良好である

低丘陵上に位置するにもかかわ

らず、掘込み深度が0.lm内外と

浅い。

者同様の位置であるが、丘陵南

北端までは及んでいない。

これらの掘立柱建物跡、竪穴

住居跡群の中で残存状況の良好

なものや、特徴的なものを抽出

し後述する。

(1) 

この遺構の分布状況も前

掘立柱建物跡

SBOOl掘立柱建物跡(Fig.2) 

調査区北西端にあり、

模のものは本遺跡で唯一のもの

である。

この規

1間X 3間の建物で、

2 (m) 

竪穴の大きさは径0.3mから0.4

m、深さ0.25mから0.35m。柱

穴間の距離は図のとおりである。

なお柱筋は多少の出入りがある

ので、基本的には各柱穴の中央

を柱筋がとおるものとし、

中心間で測った距離を表記している。以下 SB025まで同様に記載する。

その
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SB003掘立柱建物跡

(Fig. 3) 

調査区中央にあり、

SB004掘立柱建物跡

と重複しているが、柱

穴の切合関係は認めら

れない。 2間Xl間の

建物で東西方向が梁、

南北方向が桁か。柱穴

の径は0.4mから0.6m、

深さ0.35mから0.5m

を測る。柱間の距離は

図のとおりであるが一

定しない。梁中央の柱

は両側とも外側にはみ

出している。

SB004掘立柱建物跡

(Fig. 4) 

調査区の中央にあり、

桁の主軸は SB003と

直交する位置関係にあ

る。 2間Xl間の建物

で南北方向が梁、東西

方向が桁。柱穴の径は

0.4mから0.65m、深さ

0.45mから0.62m。比

較的規模の大きい柱穴

の部類に入る。梁中央

の柱穴はほぼ柱筋にあ

る。

L =1.:60m 

ロニ lm l l l l l l I 

Fig. 3 SB003掘立柱建物跡実測固 (S= 1 /60) 
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Fig. 4 SB004掘立柱建物跡実測図 (S= 1/60) 
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Fig. 8. SB023掘立柱建物跡実測図 (S= 1/60) 

SB025掘立柱建物跡(Fig.9) 

調査区の中央東端にあり、他

の建物跡からややはなれた地点

に位置する。 2間X 1間で東西

方向が梁、南北方向が桁。柱穴

の径は0.25mから0.6m、深さ

0.3mから0.56m。南側梁中央の

ものが最も大きく、柱筋からも

外側にそれる。

2m 

£
6
・
z
 

2
.
8
3
 J
 

U
I
O
V
 

□ lm 1 9 9 9 9 9 '  

SB026掘立柱建物跡(Fig.10)

調査区中央、やや西寄りに位

置する。 1間X 1間の建物で東

西方向が梁、南北方向が桁。こ

の様式の建物では最も桁幅が長

い。柱穴の径は0.4mから0.45

m、深さ0.56mから0.62m。

(2) 竪穴住居跡

SBOlO住居跡 (Fig.11) 

調査区の中央にあり、掘込み

面の標高は7.6m。東南隅を

SBOllに切られている。上面の

平面形は隅丸長方形を基調とす

るもので、長軸4.79m、短軸3.5

m、深さ0.07mを測る。床面積

が最も大きい一群の一つである。

床面は緩やかな起伏があり、東

壁際中央部が最も深く 0.15mを

測る。床面には 3か所にピット、

2か所に土塙状の掘込みがある

が、最深部でも0.14mと浅く、

柱穴とは考え難い。

Fig. 9 SB025掘立柱建物跡実測図 (S= 1 /60) 
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SBOll住居跡 (Fig.12) 

調査区の中央にあり、掘込み

面の標高は7.6m。SBOlOを切

る。床面積が最も小さい一群の

一つである。 上面の平面形は隅

丸長方形を基調とし、長軸2.4

m、短軸2.lm、深さ0.09mを測

る。床面は緩やかな起伏があり、

北西部床面には SBOlOの東南

隅にあたる掘方を一部確認した。

南寄りに 2か所、土壊状の掘込

みを有するが、最深部でも0.15

mと浅い。

埋土は黒色を呈し、遺物は石

繋を 1個体検出した。

SB014住居跡 (Fig.13) 

調査区の中央西寄

りにあり、掘込み面

の標高は7.5m。住居

跡規模では中型のも

ので、この種のもの

が数量的には最も多

ぃ。上面の平面形は

隅丸長方形を呈し、

長軸4.lm、短軸3.0

m、深さ0.lmを測

る。床面は小さい起

伏があるものの概ね

平坦である。床面及

び壁際に計8か所に

ピットを確認した。

北西壁の2基と東南

隅の 1基は、もし柱

ぃ ーFig. 10 SB026掘立柱建物跡実測図 (S= 1 /60) 

□ 

□@ 

gl ， 
‘、n

'Iーニ
O 1 2 m 

Fig. 11 SBOlO住居跡実測図 (S= 1/60) 
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Fig. 12 Sl3011住居跡実測医 (S= 1/60) 

を建てるとしたら内傾するような掘方

であり注視されるが、柱穴に断定はで

きない。

‘、月＇

SB016住居跡 (Fig.14) 

調査区の中央西端にあり、西壁掘方

を削平されている。掘込上面の標高は

7.3m。上面の平面形は隅丸長方形を基

調とするもので、検出長軸4.lm、短軸

3.0m、深さ0.lmを測る。長方形土壊

状のものは植裁による撹乱、床面はほ

ぼ平坦で 6か所にピットを検出した。

最も掘込みの深いもので床

面から0.16m。

埋土は黒色を呈し、南壁

寄りで弥生土器片・砥石を

検出した。

c 

＠口
L三760m 三之／り1冒
二``二喜¥¥＼＼¥＼＼＼＼¥＼冒冒言二言9-2(m)

Fig. 13 SB014住居跡実測固 (S= 1/60) 

SB019住居跡(Fig.15) 

調査区南部にあり、掘込

み面の標高は7.3mを測る。

東壁を SB020の西壁と切

れあっているが、新旧関係

は不明。当初、 SB020の拡

張部分とも考えたが、

SBOllが示すような小規

模住居もあるので別個体と

判断した。上面の平面形は

隅丸長方形を基調とするもので、検出長軸2.25m、短軸2.3m、深さo.osmを測る。床面はほぽ

平坦であり、東の SB020と同レベルである。床面南半に 3基のピットを検出した。最深部で床

面から0.22mを測る。

埋土は黒色で、南部域の住居跡の埋土は一様に砂粒を含んでいる。遺物は埋土中から石包丁

（未製品）を検出した。

-10-





(3) 土壊

当遺跡で38か所に検出した。ほとんど切あうことはなく全域に分布する。形状は隅丸長方形、

楕円形、不定形など多様である。この中に大型土壊も含まれるが、時期・形状が特異であった

のでまとめて後述する。

SK004土壊 (Fig.16) 

L
1
1
7
.s
o
m
 

| _ 

lm 

Fig. 16 SK004土塙実測図 (S= 1 /30) 

L
11
7
 7
0
 

，
 

L=7.80m 

O 50(cm) 
l 9 9 9,  I 

Fig. 17 SK008土壌実測図 (S= 1 /30) 

調査区の北部中央にあ

り、掘込面の標高は7.7

m。上面の平面形は楕円

形を基調とするもので、

長軸1.57m、短軸0.9m、

深さ0.38mを測る。床面

は東から西に傾斜があり、

西壁部には一部袋状を呈

するピットがある。壁面

は角度をもって立ち上る。

埋土は黒褐色を呈し、

遺物は下層から甕・高坪

等を検出した。弥生期の

遺物である。

SK008土塙 (Fig.17) 

調査区の北部西寄りに

あり、掘込面の標高は7.6

m。上面の平面形は楕円

形を呈するが、東部がや

や狭くなる。長径1.33m、

短径0.83m、深さ0.43m

を測る。床面は 2段掘の

様相を呈し、西半部が東

半部より0.lm程度深い。

壁は南北壁が特に角度を

もって立ち上る。

埋土は黒褐色を呈し、

-12-
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Fig. 20 SK012土塙実測図 (S= 1 /30) 

L=7.0m 

SK019土壊 (Fig.21) 

調査区中央東端にあり、掘込み面の標

高は6.9m、上面の平面形は円形を基調と

するが、南北径がやや長く、長径0.93m、

短径0.9m、深さ0.42mを測る。床面の断

面は舟底状を呈し、壁は内湾気味に立ち

上る。東部掘込みに半月形のテラスがあ

り、遺構が重複している様相を呈するが、

埋土色調の区別はできなかった。

埋土は黒褐色を呈し、掘込み下0.3mで

甕（破片）を検出した。

o 50cm 
1,  9 9,  1 

Fig. 21 SK019土壊実測図 (S= 1 /30) 
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SK029土塙 (Fig.22) 

調査区南半の西寄りに位置し、

掘込み上面の標高は7.2m。

SB016とSB018の間にある。

上面の平面形は隅丸長方形を呈

するが、もとは角張っていた可

能性がある。長軸1.51m、短軸

0.9m、深さ0.36mを測る。床面

の断面は舟底状を呈するが、北

東部にテラス状の部分がある。

東西壁は角度をもって立ち上る

が、南北壁はゆるやかにのびる。

埋土は黒褐色を呈し、下層か

ら多量の土器片を検出した。土

器は東北隅と南西隅をのぞいて、

L
1
1
7
.4
0
 

|― L =7.40 

Fig. 22 SK029土壊実測図 (S= 1 /30) 

敷つめたような状況で検出した。器種には甕・高坪などがある。

SK033土壊 (Fig.23) 

調査区南部にあり、掘

込み面の標高は7.9m。南

西部を SD012に切られ

ている。上面の平面形は

楕円形を基調としたもの

で、長軸l.51m、短軸0.9

m、深さ0.36mを測る。

床面の断面は舟底状を呈

す。東壁中央部に長軸0.3

m、短軸0.2m、深さ0.05

m程度のピットがある。

埋土は黒色を呈するが、

SD012の黒色埋土よりや

や褐色をおびる。遺物は

L
1
1
7
.7
m
 

---：：ニて：：ニーーフ、1.
9/ ，/  

9 /，9 

之’,/＇’’

I‘,9/' 

9'’99,’’’’ 

,4' 

I 
―ー、＼＼＼＼―＼ ------ -------

----̀---~-
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L =7.0m 

1m 

Fig. 23 SK033土塙実測図 (S= 1 /30) 

遺構中央部で集中して検出した。器種には甕・高坪などがある。
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SK034土壊 (Fig.24) 

調査区南半の東端部にあり掘込み面の標

高は7.lm。上面の平面形は隅丸長方形を呈

するが、東壁中央部がやや外側に突出して

いる。長軸l.Olm、短軸0.81m、深さ0.28

mを測る。北半部が浅 くテラス状を呈する。

埋土は黒褐色を呈し、遺物は掘込み下0.2

m程度で検出した。出土状況は図のとおり

東壁寄りに片寄っている。器種には甕がある。

0 50cm 
I I I I l l 

Fig. 24 SK034土塙実測図 (S= 1 /30) 
SK007大型土壊 (Fig.25) 

調査区の北西隅にあり、掘込み上面の標

高は7.7m。上面の平面形は隅丸長方形を呈し、主軸は東西方向、南部を SD003に切られてい

る。長軸4.66m、短軸3.2m、深さl.lmを測る。床面はわずかな起伏があるが、概ね平坦であ

る。壁は比較的角度をもって立ち上り、床面から0.5m付近に稜をもつ。掘込み上面の面積は約

14. 9mぢ

埋土は 9層からなり淡黒色、淡黒褐色土を基調とする。最下層のIX層は黒色を呈する粘質土

である。遺物は埋土中から微菫検出したが、器種判別のできない土師器（土師質土器）であった。

/丁-------•-_丁--—、

□□ 

L
I
I
T
 

L=7.50回

I層 ：淡黒色土
LL層 ：淡黒色土（粘土粒子含む）
III庖：淡褐色土（粘土，黒色土プロック多含）
IV層：淡黒色土（黒色上プロック含む）
V層： II

VI層：淡褐色土
VII層：黄褐色土
V¥11層： II （砂多含）
IX陪：黒色土（粘質）

2m 

Fig. 25 SK007大型土壊実測図 (S= 1/80) 
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ろに稜がある。掘込み上面の面積は10.6rr:i'と大型土壊中最小。

埋土は 5層からなり淡褐色を基調とする。 II層が最も量的に多い層位であるが、写真にある

ように粘土ブロックや黒褐色ブロックがあたかも 「版築」でもしたかのような様相である。遺

物は埋土中から土師器片、磁器片を微量検出した。

(4) 周溝状遺構

調査区北部と中央部の丘陵の背ともいうべき地点に 2基所在する。また中央西端に溝の規模

が同様にめぐり、隅丸方形を呈するものもこの項で記述する。

SXOOl周溝状遺構 (Fig.28) 

調査区北部にあって中心部の標高は7.7mを測る。遺構の南北外径3.05m、内径2.3m、東西

外径2.9m、内径2.2mを測り、上面の平面形はほぼ円を呈する。溝幅は0.3mから0.4m、深さ

0.2mから0.27mを測り、断面は逆台形を基調としている。北部を SD003溝に切られている。

埋土は大別すると 2層に分類でき、上層が黒色、下層が淡黒褐色を呈する。遺物は周溝の北

部に集中し、弥生土器の器台、甕片などを検出した。これらの遺物の中にまじって、長さ0.Sm

の焼成による炭化木を検出した。この炭化木には加工痕はなく、自然木であったものと考える。

Fig. 28 SXOOl周溝状遺構実測図 (S= 1/40) 

-18-







SE004井戸 (Fig.33) 

調査区南部の東端にあり、 SE003の4m北に位置

する。掘込み面の標高は6.8m。上面の平面形は円形

を基調とするが、北西部がややいびつである。長径

2.55m、短径2.25m、深さ0.86mを測る。素掘の 2

段掘りの井戸であるが、東部には水汲み場的なフロ

アーがあり、井戸の主体は西壁部に片寄っている。

2段目掘込み径約0.8mを測る。底断面は舟底状を呈

し、壁は直角に立ち上る。

埋土は粘質の黒色土を主体とし、下層になるに従

い、黄色味を帯びる。遺物は弥生土器片、自然石、

木片等を少量検出した。

L=7.0m 

冒
0 1 m 
1, 9 9 9 9 1 

(6) 溝 (Fig.52) 

15条の溝を検出した。溝の位置、形状は Fig.52の

とおりである。時期的には中世のものがほとんどである。ただ、 SD014•015 については SBOOl

掘立柱建物に伴うものとしたら弥生時代であるが、これらの溝からの出土遺物はない。

Fig. 33 SE004井戸実測医 (S= 1 /60) 

溝の性格については幅・深さからみて排水・区画を目的としていたものと考える。

(7) 立野遺跡出土遺物

弥生時代、中世の遺物を検出した。特徴的なものを図化し、その概要を後述する。基本的に

は出土遺構毎にとりあげている。

1は壷の頚部。残存高8.7cm。2条の凸帯を有する。色調は茶褐色。 SB004の北東隅ピッ トか

ら検出。 2は磨製石剣。残存長11.1cm、最大厚0.9cm、幅3.6cm。表裏面共に石剣製作以外の磨

きがあり、何らかのものに転用したものと考える。 3は甕。復元口径3.0cm、残存器高4.3cm。

色調は明褐色。竪穴住居の数少ない遺物。 4は磨製の石ノミ。残存長14.3cm、幅3.3cm。刃部付

近の横方向の線は節理状のものでその線の内外が風化でわずかにくぼんでいる。 5は石包丁（未

製品）。残存長7.5cm、厚さ0.7cm。6は甕形土器。口径18.4cm、器高15.6cm、底径12.8cm。わず

かに上げ底気味の底部から体部は内湾気味に角度をもって立ち上り、偏平な口縁部へと至る。

口縁下部外面には断面三角形の凸帯を有する。調整は主としてナデとヨコナデ。色調は明茶褐

色で、比較的精製された粘土を用いている。 7は石包丁。残存長11.4cm、最大厚0.8cm。風化の

ため剥離が著しく、刃部は不鮮明。 8は器台。受部径5.6cm、脚部径7.5cm、器高14.3cm。手捏

様の作りである。調整は主としてナデと指頭圧による。 9も器台。 8と同程であるが指頭圧痕

が明確に残る。 11は壷。口径35.6cm、残存器高15.4cm。頚部が明確にくびれ、口縁分は外反し
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Fig. 34立野遺跡出土遺物実測図(1)(S = 1/ 4) 

て長くのびる。口唇部はヘラ状工具による横ナデ。口縁部外面には10から12条単位の暗紋を有

する。色調は明茶褐色を呈する。調整は主としてナデとヨコナデによる。口縁内部の摩耗が著

しい。 12は鉢。口径25cm、器高19cm、復元底径11.4cm。わずかに上底状の底部から器体は内湾

気味に立ち上り 、平坦で短い口縁をもつ。口縁下部に 1条の凸帯がある。調整は口縁部付近内

外面がヨコナデ、他はナデによっている。色調は茶褐色。 13は甕。復元口径24.8cm、残存器高

10.5cm。体部は直線的に立ち上り口縁部に至る。口縁部は短く平坦で外側にのび、やや下方に

傾く。内部はわずかに鋤状口縁の体をなす。調整は内面がナデと 9ヨコナデ、外面がヨコナデと

縦方向のハケ目。 14は甕。 13に比して体部がやや丸味をもつ。口径23.4cm、器高35.8cm、底径

7.7cm。80％の残存率。底部はやや上底。色調は明褐色。 15は石包丁。摩耗が著しく、刃部は殆

ど残存していない。 16から18は甕の底部。 17が最も大きい法量をもつ と考える。 19は壷の胴部。

残存器高10.6cm、底径8.3cm。最大径を胴部に有し球状を呈する。調整は外面胴部中央付近に横

方向のヘラミガキ、他はナデとヨコナデによる。 20も壷。残存器高は16.6cm、底径6.6cm。胴部

に2条の凸帯を有する。器体の割に器壁が厚く、最大1.7cm。色調は褐色。 21は高坪。実際の復

元作業では接合部分が破損しているので接着できなかったが、同一個体である。坪部復元径20.8

cm。推定器高18cm、脚部径16cm。口縁内部は鋤状口縁の体をなす。口縁部は平坦で下降気味に

短ぐのびる。調整は主として坪部内外面がヨコナデとナデ、脚部外面ヘラミガキ、内面がナデ

による。 22は石斧の先端部。風化が著しく刃部はほとんど残存していない。 23は陶器壷。復元

口径7.4cm、残存器高2.8cm。全面に明茶褐色の釉がかかる。 24は土師器坪。口径13.2cm、器高

3.45cm、底径7.5cm。底部外面には糸切痕有。 25は滑石製品片。 27は石包丁の未製品。 28から31

は甕。口縁下部に凸部帯を有するものとそうでないものがある。 29• 31は凸帯のない甕。復元

口径21.3 • 24cm、残存器高8.2•17cm。平坦で短い口縁をもち、体部は内湾する。外面体部に縦
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方向のハケ目。 他はナデ

とヨコナデによる。 30は

口縁下部に凸帯を有する

もの。 29に比して体部が

より丸味をもつタイプ、

復元口径14.5cm、残存器

高7cm。茶褐色を呈し、

胎土はきめ細いものを使

用。 32は須恵器坪。高台

径6.8cm、残存器高2.7cm。

色調は内面淡灰色、外

面・胎土は灰白色を呈す。

須恵質の名称が適切か。

33は磁器碗。復元高台径

8 cm、残存器高1.7cm。内

面に乳灰色の釉。高台外

面にはヘラ状工具による

刻目有。 34は鉢。復元口

径13.2cm、器高7.5cm、底

径5.9cm。わずかに上底の

底部から、体部は内湾気

味に立ち上り、口縁不は

ほぼ直立する。調整はロ

縁内外面ヨコナデ、他は

ナデによる。 35は高坪。

坪部復元径8.6cm、器高

23.8cm、復元脚部径17.2

cm。坪部は外側に直線的

にのび、口縁部は平坦で、

内側は鋤状を呈する。摩

耗が器面全域に及んでい

るが、脚部外面にヘラミ

ガキ、口縁部ヨコナデ、

坪部内面ナデが施されて
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Fig. 35立野遺跡出土遺物(2) (S =¼) 
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Fig. 37立野遺跡出土遺物実測図(4)
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Fig. 39立野遺跡出土遺物実測図(6)

トが6基存在するが、この遺構に伴う可能性のあるものは中央部の 1基のみである。

埋土は暗褐色を呈し、下層になるに従い、黄色味をおび砂粒が混在する。遺物は土師質土器

細片を埋土中から微量検出した。

SK002土壊 (Fig.41) 

調査区中央東端

にあり、 SK004や

多数のピッ トと切

合っている、新旧

関係は明確でない。

掘込み上面の標高

は7m。上面の平 □ 
L=7.10m 

面形は不定形であ

り、長軸5.9m、短

軸2.2m、深さ0.14

mを測る。床面は

わずかに起伏があ

るが、概ね平坦。

壁はゆるやかにの

びる。

埋土は暗褐色を

呈し、土師器坪を

検出した。

口
O 1 m 

Fig. 40 SKOOl土壊実測図 (S=l/40)
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SK003土壊

(Fig. 42) 

調査区東端の

中央にあり 、掘

込み面の標高は

7 m。上面の平

面形は隅丸方形

を基調とするが、

ややいびつに

なっており 、長

軸1.8m、短軸

1. 73m、深さ

0.23mを測る。

床面には大小4

基のピットが存

在するが、この

遺構に伴うかど

うかは明確にで

きなかった。

埋土は暗褐色、

出土遺物はない。

SKOll土壊

(Fig. 43) 

調査区の北西

端にあり、掘込

み面の標高は 7

m。上面の平面
1m 

形は隅丸長方形

を基調とするが

短辺を両方とも
Fig. 41 SKOOZ土壊実測図 (S=1/40) 

ピッ トに切られている。長軸1.05m、短軸0.82m、深さ0.44mを測る。 床面は平坦で壁は内湾

気味に角度をもって立ち上る。
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L=7.lm 

lm 

Fig. 46 SEOOl井戸実測図 (S=1/40) 

一三

SK014土壊 (Fig.45) 

調査区西部にあり、掘込み面の標

高は 7m。上面の平面形は不定形を

呈するが、 SD004、SD013、小ピット

ち切られているためである。長軸

1.46m、短軸1.08m、深さ0.55mを

測る。床面はほぼ平坦で壁は角度を

もって立ち上る。

埋土は暗褐色、遺物は土器細片を

微量検出した。

(2) 井戸

調査区南版部で4基検出した。い

づれも素掘井戸である。

L=7.lm 

Fig. 4 7 SE002, 003井戸実測図 (S= 1 /60) 

SEOOl井戸 (Fig.46) 

調査区の南東隅にあり、掘込み面

の標高は 8m。上面は円形を基調と

するが、壁面及び掘込み面の崩壊に

よりややいびつな形である。長径

2.18m、短径1.86m、深さ1.41mを

測る。底面はほぽ平坦で淡灰色粘土

層に掘込んでいる。壁は内傾気味に

立ち上るが、これは崩壊のためであ

る。 、

埋土は上層黒色、下層淡灰褐色を

呈し、遺物は埋土中から土師器皿・

坪、瓦器塊、木器等を検出した。

SE002 • 003井戸 (Fig.47) 

調査区の東部にあり、互いに切れ

あっているが、新旧関係は不明。

SE003は東半部上面を削平されて

いる。上面の平面形は円形を基調と

-30-



するが、削平や遺構の切合い関係でいびつとなっている。

SE002で南北径2.17m、深さ1.27m、SE003で南北径2.2

m、深さ1.4mを測る。双方とも上面の平面形は似通って

いるが、断面形は前者が逆台形状、後者がV字形状を呈

する。

埋土は黒褐色土を基調とするが、下層部は黄褐色砂粒

を多く含む。遺物は SE002から土師器小皿、坪、 SE003

から磁器碗（破片）、木器を検出した。

SE004井戸 (Fig:48) 

調査区東部にあって、 SDOOl•008 に上面を切られてい

る。上面の平面形は南北方向に主軸をもつ楕円形を基調

とする。長径1.47m、短径1.13m、深さ1.15mを測る。

素掘 1段掘の井戸である。

埋土は黒褐色を基調とし、遺物は土師器小皿を数点検

出した。

(3) 溝

: 

1m 

Fig. 48 SE004井戸実測図 (S=1/40) 

調査区で13条検出した。中央部分を東西方向に走る溝が主なものであるが、上面を削平され、

原姿を止めていない。 2条から 3条の溝が切れあっているが、その新旧関係は明確にできなかっ

た。溝の深さは検出面から 0.2から 0.5m内外である。この調査区は村徳永遺跡A•B地区の東

に位置するが、全体図を見るかぎりでは、そこからのびてこの調査区の溝につながるものはな

し)

埋゚土は淡黒褐色を基調とし、砂粒を多含。遺物は土師質土器（鉢、小皿 SDOOl出土）、土

師器（坪—SD003 出土）を検出した。

(4) 村徳永遺跡 (C地区）出土遺物

主として中世の遺物を検出した。坪、境、小皿が主流を占める。

47、48は土師器坪。復元口径12.55 • 12. 15cm器高3.05• 4 cm、底径10.1• 6.85cm。47の底部

には糸切・板目、 48の底部にはヘラ切りの痕跡が観察できる。 50• 51は砥石。 52は土師器小皿。

底部外面に板目を有する。復元口径10.8cm、器高1.4cm、復元底径9.45cm。53は土師器坪。底部

外面にヘラ切り、板目を有する。底径7.5cm。色調は明褐色。 54は土師器坪。口径15.45cm、器

高3.6cm。口縁部をヨコナデ、その他はナデによる。色調は内面暗茶褐色、外面黒褐色。 55•56•

57は土師器小皿。口径6.7から10.7cm、器高1.0から1.4cm、底径5.7から7cm。底部外面は55に
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Fig. 49村徳永遺跡 (C地区）出土遺物(1)
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糸切り痕、 57にヘラ切り痕が観察できる。 58は瓦器（塊か）復元口径15.6cm、残存器高4.1cm。

全体にやや厚手の器体である。色調は内面淡黒色、外面灰褐色を基調とする。胎土に細かい雲

母、砂粒を含む。 59は瓦器婉。口径16.2cm、器高6.2cm、高台径6.3cm。低い高台をもち、体部

は内湾気味に口縁部に至る。低部外面には糸切り痕を有する。色調は淡褐色を基調とし、外面

一部に灰黒色部有。胎土は細かい砂粒を含む。 60は土師器坪。口径12.55cm、器高3.45cm、底径

8.1cm。上底状の底部には糸切り、板目痕を有する。色調は褐色を基調とし胎土は0.1cmから0.2

cmの砂粒を含む。 61から65は土師器小皿。 62• 64 • 65で、底部外面にヘラ切り痕を観察できる。

口径7.85から8.8cm、器高0.9から1.25cm、底径7.3から7.95cm。66から71は土師器坪。口径14.55

から15.3cm、器高3.15から 4cm。66• 69 • 70 • 71の底部外面にヘラ切り痕が認められる。調整

は主としてロクロナデ、ナデによる。 72から75は瓦器塊。口径15.4から16.6cm、器高5.5から6.0

cm、高台径5.6から6.7cm。72の底部外面に糸切痕が観察できる。調整は主としてヘラミガキ、

ョコナデによる。 76は曲物の底部。径を復元すると 17cmから 18cm程度。厚さ 0.5cm。 77•78は土

師器小皿。復元口径8.25• 8. 7cm、器高 1cm、底径6.95 • 7.4cm。78底部外面に板目痕有り。 79

は土師器坪。復元口径17.2cm、器高5.1cm、高台径5.7cm。比較的薄い器壁であり、口縁端部は

丸味をもつ。色調は淡灰黒色を基調とする。 80は青磁碗。復元高台径5.5cm。高台内部と畳付部

以外は釉がかかる。 81は木製品。名称は不明。残存長31.4cm、最大幅4.7cm、厚さ0.6から0.9

cm。下方に 3か所の穿口がある。 82から85は土師器小皿。口径8.2cmから 9cm、器高1.4から1.6

cm、底径5.85cmから6.95cm。82はヘラ切り、 83• 84は糸切り。 85は板目が底部外面に板目あり。
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Fig. 51村徳永遺跡出土遺物実測図(3)

86は土師質土器の甕。玉縁状の口縁をもつが均等に一巡している訳ではない。調整は内面横方

向のハケ目、外面ナデによる。口縁部外面に一部スス付着。 87は土師質土器の鉢。直立する口

縁部をもち、器壁は厚く均ーである。復元口径37cm、残存高16.2cm。口縁部外面に 2条、胴部

に一条の凸帯を有し、上から 2条目と 3条目の凸帯に接して花紋のスタンプがある。調整は主

としてナデ、ヨコナデ、ヘラミガキによる。 88は土師器坪。口径12.75•14.Zcm、器高3.95•3.8

cm、底径7.5• 8.85cm。88の底部外面には糸切痕を観察できる。調整はロクロナデ、ナデによ

る。 90から92は土師器小皿。口径8.4から8.9cm、器高0.9から1.55cm、底径6.1から8.1cm。91・

92の底部外面には糸切り痕が観察できる。 93は黒色土器の小皿。口径10.7cm、器高2.1cm、底径

7 cm、器高2.1cm。口縁部内外面ヨコナデ、それ以外は細からヘラミガキが施されている。色調

は内外面共に黒色。 94は土師器坪。復元口径15.2cm、器高3.2cm。色調は淡褐色を基調とする

が、外面の一部が黒色。 95は黒色土器の塊。口径15.4cm、器高5.2cm、高台径7.2cm。調整は内

外面共にヘラミガキを施している。色調は内面黒色、外面明褐色を基調とする。 96は黒色上器

塊。全面黒色を呈す。口径16.5cm、器高6cm、高台径7.5cm。調整は内面は上半部ヘラミガキ、

下半部ナデ、外面上半部ヘラミガキ、下半部回転ヨコナデによる。 97は土師質土器の鉢。復元

口径40.6cm。87と同種。色調は暗褐色を呈し、胎土には0.1から0.2cm程度の砂粒を多く含む。
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まとめ

立野遺跡・村徳永遺跡 (C地区）では多数の知見を得ることができた。この中で特筆すべき

ものをとりあげ整理をしてみたい。なお村徳永遺跡 (C地区）は同遺跡 (A・ B地区）の中で

その特徴を記載するので、ここでは割愛する。

1.竪穴式住居跡

立野遺跡の比較的高い標高をもつ部分に南北に点在する。上面の平面形は隅丸長方形を基調

とするもので、その規模により 2種に大別できる。検出面から掘込みは非常に浅く_O.lmから

0.15mを測る。当初これらの住居跡を壊塙ととらえていた。しかし、後述する掘立柱建物跡群

の存在や、これらの遺構（竪穴式住居）の配置等から考えて住居跡と認定した。

また、掘込面の面積から次のように分類できる。 A類16から 18m'(SB010•SB016) 、 B類7.5

面から12.3m'(SB014·SB022•SB013•SB008•SB009•SB020·SB012) C類5面前後 (SBOll・

SB019)この外、調査区北半と南半に集中しているので占地状況でも分けられるが、これらの間

が空白となっているのは削平された可能性もあるので、ここでは面積の比較にとどめる。これ

らを住居跡とすると以下に述べることが特徴といえる。

(1) 隅丸長方形を基調とするものの規格性に乏しい。

(2) 掘込みが浅い。これは近世から現代にかけての開墾・圃場造成等により削平をうけてい

れば当然のことであるが、調査区となっている丘陵全体を考えてみれば、旧来の姿を良く残し

ているものと判断され、元来、住居の掘込みは浅かったものと考える。

(3) 住居跡床面には柱穴に想定できるピットが存在しない。

以上のようなことから考えると、長期間定住したものではなく、その造りも簡便なものでは

なかったろうか。

2.掘立柱建物跡

調査区（立野遺跡）全域で13棟検出した。その検出地点は竪穴式住居同様、丘陵の背となる

部分であるが、北部、中央部、南部の 3域に集中して存在する。これらの建物跡を規模・柱穴

数から分類すると下表のようになる。この掘立柱建物跡と竪穴式住居跡との切合関係は SB013

分 類

A 

a 

B 

b 

C 

形 よ態ヒ

ロニ
二
。二0

。口。

棟

1 

5 

5 

3 

数
掘立建物跡と SB006竪穴式住居跡にしかな

く、前者がこの部分だけでは古いように観察

できた。全体を概観すると、掘立柱建物跡と

竪穴式住居跡は対応しており、グループで若

干の時期差は想定できるものの、いわゆる住

居と倉庫的な建物のとりあわせではなかった

ろうか。この住居跡の時期判定は、数個の柱

穴から検出した土器片を参考にせざるを得な

いが、それによると、弥生時代中期と考える。
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3.周溝状遺構

確実にこの名を使用できるものとしては、ここでは SXOOl• SX002 • SX003に限定しておき

たい。この周溝状遺構という名称は、円形（方形）周溝墓を想定し、たまたま墓壊を検出でき

なかったものにではなく、ここでは本遺跡のもののみに使いたい。

本遺跡のものに周溝墓の名称を用いなかったのは次の理由による。

(1) 墓塙が中央部にあったとして、それが削平された可能性を論ずる時、この丘陵の旧地形

がいかに残存しているかが焦点となるが 1の住居跡の箇所でも触れているとおり、旧来の地形

を良く残しており、削平を受けたとは考え難い。

(2) 住居跡群が存在しない部分に造営され、 SXOOlに見るように溝中祭祀の痕跡があり、集

落全体を概観する上で、集落内の祭場として想定できる。

この周溝状遺構は佐賀市域では初めてのものであるが、佐賀県内では当遺跡以外に 8例あり、

その概要は次のとおりである。

本遺跡で検出した周溝状遺構の時期は出土土器から見て弥生時代中期としたい。

遺 跡 名 所 在 地 文 献 等

町南遺跡 三養基郡中原町大字原古賀字町南
佐賀県教委「町南遺跡」佐賀県文化財調査報

告書第68集1983

佐賀県教委「佐賀県農業基盤整備事業に係る

中津・隈干飯遺跡 三養基郡比茂安町大字中津隈 文化財調査報告書」佐賀県文化財調査報告書

第83集1986

川寄吉原遺跡 神埼郡神埼町大字竹
佐賀県教委「川寄吉原遺跡」佐賀県文化財調

査報告書第61集1981

利田柳遺跡III区 神埼郡神埼町大字竹
神埼町教委「利田柳遺跡III区」神埼町文化財

調査報告書1980

佐賀県教委「佐賀県農業基盤整備事業に係る

田手一本黒木遺跡 神埼郡三田演町大字田手 文化財調査報告書2」佐賀県文化財調査報告

書第74集1984

西山田三本松遺跡 佐賀郡大和町大字川上字三本松
佐賀県教委「九州横断自動車道関係埋蔵文化

財発掘調査概報9.10 

西山田二本松遺跡 佐賀郡大和町大字川上字二本松 同上概報10

池上二本松遺跡 佐賀郡大和町大字池上字二本松 大和町教委現在報告書作成中

4.大型土墳

泉三本栗遺跡（昭和61年度調査、佐賀市久保泉町）、大日遺跡（昭和63年調査、佐賀市久保泉

町）についで、佐賀市域で 3箇所目の検出例である。泉三本栗遺跡ではこの遺構の特徴を、 (1)

南北に長い丘陵上にあり、主軸を東西方向にとる。 (2)隅丸長方形を基調としてきている。 (3)鎌

倉期の所産である旨の報告をしてきたところであるが、当遺跡のそれもほぼその条件に合致す

-36-



る。ただし、時期に関しては大日遺跡の例を見るとさらに遡るものもある。

遺構上面の面積は泉三本栗遺跡のもの4.3m'から7.4m'（同報告書にある4.Sm'から9.Om'をこ

の数字に訂正する。）大日遺跡、 7.Sm'、立野遺跡10.6面から14.7mぢ

この遺構の性格については今回もその確証となるべき資料を得られなかったので断定はでき

ない。しかし、 SK033の土層断面に見るように 『版築』ともいうべき埋土堆積状況が示すよう

に、『埋める』という行為があった可能性を提示しておきたい。

また、この遺構の名称は、その性格が究明された時に決定できると思うが、当分はこの名を

使用したい。このことについては研究者諸兄の助言・指導を乞うものである。
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2. SBOOl掘立柱建物跡 6. SB018掘立柱建物跡

3. SB003•4 掘立柱建物跡 7. SB023掘立柱建物跡

4. SB015掘立柱建物跡 8. SB025掘立柱建物跡

5. SB017掘立柱建物跡 9. SB026掘立柱建物跡



10. SBOlO•Oll 堅穴住居跡 14. SK004土壊

11. SBOll堅穴住居跡 15. SK008土塙

12. SB016堅穴住居跡 16. SK009土塙

13. SB019・020堅穴住居跡 17. SKOlO土塙



18. SK012土壊 22. SK034土塙

19. SK019土塙 23. SK007大型土壊

20. SK029土塙 24. SK007大型土壊土層断面

21. SK033土壊 25. SK007大型土塙土層断面
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26. SK016大型土壊

27. SK032大型土塙

28. SK032大型土壊土層断面

29. SK032大型土塙土層断面

30. SXOOl周溝状遺構

31. SXOOl周溝状遺構遺物検出状況

32. SX002周溝状遺構

33. SX003周溝状遺構
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発掘調査状況
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